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要 旨 新型コロナウイルス感染症による医療機関の業務逼迫が深刻な状況となったことを受
け，2022年 3 月10日に東京都臨時医療施設（臨時施設）が国立病院機構東京病院（当

院）敷地内に開設された．臨時施設における医療従事者は国立病院機構の各病院から派遣され，
交代で勤務を行った．当院は臨時施設の運営を補助する役割を担い，臨時施設が閉鎖となるまで
その責務を果たした．臨時施設には医師，看護師をはじめ薬剤師も派遣され，同施設に派遣され
た薬剤師（派遣薬剤師）は，夜間休日を除く平日 2 名体制で運用を開始した．派遣薬剤師は入院
時に患者の持参薬確認や，医師に対して代替薬の提案，入院中に使用した医薬品の副作用確認を
行った．当院薬剤部は，派遣薬剤師業務補助，臨時施設の救急カートや病棟定数薬の選定，臨時
施設入院患者に対する医薬品調剤を行い，薬物療法が適正に実施されるよう支援した．

その結果，派遣薬剤師では，臨時施設入院患者の持参薬確認と医師への代替薬の提案が大きな
業務負担となった．一方，当院薬剤部においては，派遣薬剤師に対する電子カルテ操作や業務の
引継ぎ，代替薬の共有，医薬品確保や調剤に大きな負担になった．これらを解消するために，標
準型電子カルテシステムの推進，地域フォーミュラリによる医薬品の標準化および医薬品管理の
効率化が重要ではないかと考えた．さらに「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関す
る法律」の改正，施行された現況下，次なる新興感染症対応における病院薬剤師の不足解消も課
題の一つと考えた．
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　緒　　　言

　わが国における新型コロナウイルス感染症
（COVID-19）は，2020年 1 月に初めて感染者が確
認され，2021年夏にデルタ株を中心とした第 5 波

（2021年 7 月 1 日～同年 9 月30日）に突入した 1 ）．
第 5 波では重症化する患者が多く，入院患者が増加
し医療機関の業務逼迫が深刻な状況となった 2 ）．こ
のような状況下，東京都と国立病院機構（NHO）
本部は，とくに重症化リスクの高い高齢者受入枠を

新型コロナウイルス感染症に対応するために開設された東京都臨時医療施設
における国立病院機構東京病院薬剤部の薬剤師業務支援の実際と今後の課題
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